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1 はじめに

　 年， 生活の欧米化や日常生活のストレスの

増加などにより肥満症の発生頻度が まり，治療

を必要とする人が増加している[1]．各種肥満治療

の中で効果を上げている治療法として「行動療

法」がある．これは患者自身が 事や運動を行う

度に紙媒体へ直接書き込み，データの記 ・参照

を行うことにより日常生活の問題 決をはかるも

のである．一方，日常生活のアドバイスを行う情

報システムとして，生活習慣病の予 やダイエッ

トを支援するシステムが普及し始めている．しか

し行動療法を含めて支援するシステムはまだ提案

されていない．

　本稿では，まず行動療法を行う上での 題につい

て述べる．次に，記 ・参照の困難さや手間を 消

し，治療効果の向上を目的としたシステムの提案を

行う．

2 肥満治療における行動療法

2.1 行動療法の特徴と 題

　行動療法では，日常生活の記 により行動パター

ンの異常を発見し，肥満につながる行動除去のため

の指導を行う事により生活の改善を行う．この記

には 事や運動の記 の他に 事摂取状況などの心

理面に関わるものも含まれており，治療法の効果が

期待されている．

　しかし，この治療法は現在紙媒体での記 に頼っ

ているために次の様な問題が存在し，効果的な治療

を行う上で障害となっている．

1）記 に手間がかかる

　この治療法では，体重， 事，生活・運動など詳

細な記 を必要とするために記 項目が多くなり，

記 が面倒になっている． 1 日におよそ 40項目も

の記 を行わなければいけない患者もいる．更に

BMI やカロリーの 算も必要である．特に 事内

容の記 は詳細にわたっているためその分カロリー

算も面倒になっている．

2）記 の参照が面倒

　紙媒体で記 を行っているため，後から記 の参

照を行う際に手作業が多くなり参照が困難である．

更に，摂取・消費カロリーの過不 など，記 同士

の関係を知りたい時，摂取カロリーは 事の記 に，

消費カロリーは運動の記 に，という様に記 が複

数に分かれているために記 同士の参照が行いにく

いという問題がある．

2.2 生活習慣改善システム

　現在，生活習慣改善に関するシステムとして様々

なものが普及している．その1つである「ハビット

システム」[2][3]は，端末の携帯性，端末を腰に装

着するだけで日常の運動（歩数など）が自動記 さ

れる点，そしてデータ入力の簡便性という点に優れ

ている．特にデータ入力はメニュー選択制となって

おり，大分 →中分 →メニュー画面の手順で絞り

込んで選択するという入力形式である．他にも50

音によりメニュー名を検索することも可能となって

おり，利用者の入力の手間を省く等の工夫がされて

いる．

3 行動療法の 題に対する 決方針

　2.1 で示した問題点を 決するために以下の方法

を提案する．

1）患者情報の入力支援

　本研究では，行動療法における記 をＰＣ上で行

う事により患者の入力に対する負担の軽減を図る．

事摂取内容は 2.2 で挙げたハビットシステムで使

用されているメニューから選択するという方式を参

考にする．表 1 は本提案で採用する入力方法の一覧

である．

表 1 本提案における入力方法（ 事日記）

記 内容 本提案

摂取時間 プルダウンメニュー

摂取内容 メニュー選択制

摂取量 プルダウンメニュー

摂取カロリー 摂取内容・量より自動的に 算

摂取場所 プルダウンメニュー

摂取状況 テキストボックス
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２）記 データの視 化

　本提案では，体重の推移や 1 日の摂取・消費カロ

リーが一目でわかるように入力データをグラフや表

の形にして出力する．例えば 測した体重を入力す

ると体重のグラフが作成されるとともに BMI が算

出されグラフが作成される．そしてカロリー表では

1 日の摂取カロリーと消費カロリーがひとつの表に

まとめて表示され，摂取と消費の過不 を知る事が

出来る．

4 行動療法支援システム

　図１に本提案システムの構成を示す．患者情報，

運動に関する情報（運動・生活活動の種 と消費カ

ロリー）， 事に関する情報（ 事の種 やカロリ

ー等）を管理するサーバと，各利用者のＰＣ端末が

インターネットを介して接続されている．患者や医

師は端末を利用して個人の情報（体重や 事・運動

の記 など）の入力，参照が可能である．

図 1　システム構成図

　実装環境として Web サーバに Apache，Script

に PHP，DBMS に PostgreSQL を用いる．

　提案するシステムの実行画面を図 2，図３に示す．

図２は患者が 事の記 を行う際の入力画面である．

表１で示したように，患者はプルダウンメニューや

メニュー選択方式を用いる事によって 事の記 を

行う．患者自身が摂取した 事と合致するメニュー

を選択し，同時に摂取量も入力する．図３は「患者

の生活行動・及び消費エネルギー表」の実行画面で

ある．図 2 で入力を行うと自動的に摂取カロリーの

算出が行われ，この表で 1 日の合 摂取カロリーが

出力される．更にこの表ではその日の生活行動や運

動による消費カロリーとその合 も一緒に出力され，

利用者は毎日摂取カロリーと消費カロリーの比 を

することができる．

　今後，本プロトタイプシステムを実装し，動作確

認を行う．

図 2　 事入力画面

図 3 　生活行動及びエネルギー表

5 まとめ

　本論文では，肥満治療における行動療法における

題を述べ，行動療法を支援するシステムの提案を

行った．この提案により，患者の記 や参照の手間

が 消され，治療効果の向上が期待される．

　今後，プロトタイプシステムの実装を行うととも

に更に効率の良い入力方法や効果的な表示方法を検

討する．更に携帯端末を用いた行動療法支援につい

ても検討していく予定である．
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